
全体⽬標
2030年には、区民の７割が緑の多さに満足していることを目指します

2030年には、緑被率がⅠ期計画実績に比べて3.18％増加していることを目指します

みどりのまちづくりの課題と計画の視点

（１） 新たな視点によるみどりのまちづくり （１） 未来へつながるみどりへ

（２） みどりのパートナーシップの強化

（３） みどりによるまちの魅力アップと
生活環境の整備

（４） 緑の減少への対応

（５） 自然環境の保全

（６） 持続可能なみどりのまちづくり

（７） さらなる水と緑のネットワークづくり

（２） 実効性のある分かりやすい計画へ

（３） 大田区におけるグリーンインフラの取組

（４） 地域力の発揮

（５） 国際都市の実現

（６） みどりのまちづくりによるＳＤＧｓの推進

みどりのまちづくりの課題 計画の視点

みどりの
まちづくりの

課題

環境保全

暮らしを支えるみどり

防災

安全・安心を提供するみどり

レクリエーション

楽しみをつくるみどり

景観形成

まちの魅力を演出するみどり

計画の
視点

みどりの４つの役割

重点的な取組の推進
（１）（仮称）⼤⽥区グリーンインフラ事業計画の策定・推進

（２）（仮称）グリーン基⾦の創設・運⽤
グリーンプランの将来像を実現するためには、みどりの取組を計画的・継続的に推進していくための財源確

保が必要不可欠となります。そこで、グリーンプランで示す「（仮称）グリーン基金の創設・運用」を重点的に

取り組み、基金の活動に賛同いただいた区民からの寄附により運用し、みどりの取組を加速させていきます。

大田区では、グリーンインフラの取組方針として、環境、防災・減災及び地域振興の３つの視点でまちづく

りの動向を把握し、地域課題に対する解決手法として導入を検討します。また、事業計画の策定にあたっ

て、地域特性や課題を踏まえた目標・指標を設定し、課題解決に向けた検証などを実施することで、計画

的・効果的にみどりのまちづくりを推進してまいります。

緑の基本計画とは
「大田区緑の基本計画グリーンプランおおた（以下、「グリーンプラン」という）」は、都市緑地法第4条に基

づき定められた、緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画で、公園・緑地や農地などの適正な保全、

緑化の推進及び都市公園・緑地の整備・管理など、緑豊かで快適な都市を形成するための取組方針を示

しています。また、みどりのまちづくり全般における将来のあるべき姿を区民、事業者及び大田区の協働に

よって実現することを目指す計画です。

改定について
今回の計画改定は、グリーンプランが平成23年3月

に策定されてから12年が経過し、Ⅰ期計画（平成23

年度から令和４年度）からⅡ期計画（令和５年度から

令和12年度）へ移行するものです。グリーンプランで

示すみどりの取組を見直すとともに、法条例の改正内

容の反映、社会情勢の変化及び関連計画と整合を

図り、4つのポイントを主軸に計画改定を行いました。

改定のポイント
① みどりの役割ごとの機能・効果を明らかにし、目

指すみどりのまちの姿を示す

② みどりの確保と整備の方向性を示した“おおた”
のみどり方針を定める

③ 自然環境を活用したグリーンインフラによる課題
解決を検討する

④ 新たに樹木･街路樹の維持管理に関する方針を示す

各主体の役割



2030年には、大田区全体にみどりの活動が広がっていることを目指します

2030年には、空からの玄関口である空港臨海部がみどり豊かになっていることを目指します

① まちの個性を活かしたひとり
１平方メートルのみどりづくり

② まちのみどりづくり支援

① みどりを知りみどりに親しむ機
会づくり

② 未来を支える子どもたちへの

みどりの伝承

③ みどりを楽しめる情報発信

① みどりに関わる区民活動への支援

② みどりの活動を支える人材育成

③ 地域の拠点を活かしたみんなの

みどりづくり

④ 多様な主体との連携

⑤ みどりのまちづくりの基本的な

仕組みづくり

Z

① 空港臨海部のみどりづくり ① みどりの拠点づくり

② 多摩川沿いのみどりづくり

③ 海辺のみどりづくり

④ 呑川沿いのみどりづくり

⑤ 崖線沿いのみどりづくり

将 来 像

みどりがあふれる公園は、健康づくりや子どもの遊び場と
なっているとともに、地域コミュニティの場としてにぎわって
います。

地域のみどりあふれる空間を活かした居場所づくりにより、
やすらぎと癒しのサードプレイスとなっています。

地域力を活かした多様な主体が連携し、人々は花植えや
みどりのボランティア活動を通じて充実した日々を送って
います。

こころ豊かに住み続けられる「みどりあふれるまち」

区民・事業者・大田区が連携し、まちなかのみどりを未来
に引き継ぐ資源として活かすことで、地域の魅力のひとつ
として発信します。

みどりを通じた地域コミュニティが充実し、花植えや自然
観察などの知識や意識が醸成され、おもてなしのみどりが
観光客を迎えます。

地域の歴史・文化がみどりと共に継承され、大田区を代
表する魅力的な景観が形成されます。

多様なみどりが広がる世界に向けた「おもてなしのまち」

公共施設の整備は積極的に緑化が進み、脱炭素化の実現に貢
献しています。

みどりが保全・創出されることで、雨水対策などの機能が向上し、
都市型水害を軽減しています。

公園・緑地などは、みどりの機能・効果を発揮するグリーンインフ
ラとして、災害に強いまちをつくります。

ＣＯ２吸収源となるみどりを最大限活用し、持続可能なみどりのま
ちづくりを推進しています。

みどりがつながる「地球にやさしいまち」

2030年には、直径40cmを超える大木が大切に育てられ増えていることを目指します

2030年には、すべての地域に身近な公園が配置されていることを目指します

Z

① みどりあふれる公園・
緑地の計画づくりと
維持管理

② 地域に根ざした公園・
緑地の整備

③ まちづくり事業と連携
した公園・緑地の整備

④ 拠点公園・緑地の整備
⑤ 大規模公園・緑地の魅

力アップ

① みどりの道路整備
② みどりの散策路整備
③ みどりの補助ネット

ワークづくり
④ 歴史と文化と自然の

散策路づくり

⑤ みどりのスポット
づくり

① 公共施設の緑化等推進
② 学校施設の緑化等推進

① 既存まちづくり制度の
効果的な活用

② まちづくり事業との
連携

③ 民間事業との連携

① 自然環境拠点緑地の保全・再生

② 貴重な民有緑地の保全

③ 樹木・緑地の保護

④ 樹木の維持管理・更新

⑤ みどりの保全を支える仕組み

づくり

① 河川・池沼の保全・再生

② 海辺環境の保全・再生

③ 健全な水環境の確保に向けた

取組の推進

④ 水辺環境のネットワークづくり

⑤ 生物生息環境の保全

⑥ 自然環境の調査

① 美しいまちなみ景観づくり

② 幹線道路・鉄道沿線の緑化推進

③ 地球に優しいみどりのまちづくり

④ 景観みどり資源の保全と活用


